
























要約 医療の場で扱われている被虐待児・被放置児の実態と、虐待・放置の発生に関連する

要因を明らかにし、発生および再発防止のための援助のあり方を具体化する目的で、全国

約 500 医療機関の小児科で診断された被虐待児症候群、愛情剥奪症候群症例の調査を行っ

た(1986 年度および 1987 年度)。1986年度の調査で収集された被虐待児症候群 172 例、愛

情剥奪症候群 56 例、特殊型 3例の集計・解析の結果から、症候群の概念を含む患児の特性、

虐待・放置の発生および再発に関わる要因等について考察した。 


